
第２学年 算数科学習指導案 
 

１ 単元名 「三角形と四角形」（３／１１時） 

２ 単元について  

  第１学年では，かどが丸いものや直線で囲まれていないものを区別せず「さんかく」「しかく」と言い，

形を全体的に捉える見方を学習してきた。第２学年では，図形を構成する辺や頂点の数，直角などの要素

に着目し，基礎となる図形について理解できるように指導する。 

３ 児童の実態 

  ２年１組は，算数の学習に苦手意識をもっている児童が多くいる。特に，根拠を明確にして考える力が

弱く，言語化して説明することも難しい。そのため，新しい学習をする際は，単元において重要な言葉を

繰り返し使っていくなどして指導していきたい。また，言葉だけでの説明で終わるのではなく，実物を触

って確かめるなど，学びを実感する活動も取り入れていきたい。  

４ 本時のねらい 

  定義に基づいて，三角形か四角形かを弁別し，理由を説明することができる。 

５ 本時の展開【本時に活用する学び：「三角形」，「四角形」の用語とそれらの定義，構成要素（辺，頂点）】 
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１ 既習の確認をする。 

❶【三角形】３本の直線で囲まれている。 

【四角形】４本の直線で囲まれている。 

❷「へん」と「ちょう点」の用語の確認をする。 

２ 問題を確認する。 

３ 課題の確認をする。 

 
   

 

４ 教科書の問題の中から，三角形や四角形といえるものと，そうで

ないものに分ける。（個人→全体） 

５ 三角形や四角形といえない理由と，どうすれば三角形や四角形に

なるかを考える。（ペア⇔全体） 

・ ○うは，直線でないところがある。全部の線が直線であれば三角形

といえる。 

・ ○おは，直線が離れているところがある。離れているところを，く

っつけると，３本の直線で囲まれていることになるから，三角形

といえる。 

・ ○かは，角が丸くなっているから，３本の直線で囲まれていない。

全部の線が直線だと三角形といえる。 

・ ○きは，５本の直線で囲まれているから，三角形や四角形とはいえ

ない。 

・ ○あは，３本の直線で囲まれているから，三角形といえる。 

・ ○いと○えは，４本の直線で囲まれているから，四角形といえる。 

６ 学習のまとめをする。 

   

 

７ 本時の学びを確かめる。 

  ・教科書ｐ１２８の旗問題２を全体で確かめる。 

  ・GIFUウェブラーニング「きょうのもんだい」に取り組む。 

・体で辺や頂点を表現させ

ながら既習の確認をす

る。 

・ものさしで，直線を確か

める。 

 

 

・電子黒板に，前時のまと

めを示しておく。 

・教科書に，三角形や四角

形といえるものには〇，

いえないものには×を

つける。 

・困っているペアにヒント

を出す。 

・体で辺や頂点を表現さ

せ，三角形・四角形の定

義と結びつける。また，

言語化につなげる。 

・○うについては，ものさし

を用いて，直線になって

いない部分があること

を目で確かめる。 

 

・プリントに穴埋めで記入

させ，全員が説明できる

ようにする。 

 

三角形や 四角形と いえる わけを せつめいしよう。 

◆評価規準 

（思考・判断・表現） 

定義に基づいて，三角形か

四角形かを弁別し，理由を

説明することができる。 

３本や ４本の 直線で かこまれた かたち だから。 


